




















第 76 5 7 号
























ウシ胎児血清(以下FCSと略す)を添加したRP M 1 1640 medium中に培養した。培養21日目頃に
圧倒的優勢となる細胞は樹枝状突起を有し星形・紡錘形を呈l，厚いstressfiberがみられた。Stres




糸球体培養21日目に継代し， 35mm/ mm cu1ture dishに培養M細胞を 1X 105 cellsず、つ分注した。
Subconfluent stateになるまで約14日を要し，その後FCSを含まないRP M 1 640 mediumに置
換した。置換5日目に細胞は増殖が静止していることが細胞数・ [3H ] thymidine uptakeの測定で
判明した。 Allを1x lO-sM___lO-uMの濃度で投与し， 24時間後に [3HJ thymidineを添加，さらに
24時間後に細胞数・ [3H ] thymidine uptakeを測定し増殖効果を判定した。また， (1)Allと同時にln




(1) Allによる増殖効果 :Allは1x lO-~M ・ 1 x 1O-7Mの濃度で、insulin5μg/mlを同時投与する
と， insulin単独投与群に比し約1.5倍の [3HJ thymidine uptakeの上昇を認めた。しかし， All単
独では [3H ] thymidine uptakeの有意な上昇はみられなかった。
(2) Allの増殖効果に対するsaralasinの作用:All1XlO-7Mの濃度での培養M細胞における増殖
作用はSaralasin1 x 10-5 M'こより抑制された。
(3) 10%-P D S存在下でのAllの増殖効果:lO%-PDS存在下でもAllは同濃度 (1X lO-~M ・
1 x 1O-7M)で約1.5倍の [3H ] thymidine uptakeの上昇を認めた。
尚，細胞数についてはいずれも変化はみられなかった。
[総括]
Allは増殖静止期にあるラット培養M細胞の増殖をinsulinまたはPDSとの同時投与で相乗的に促
進させた。この効果はAllの桔抗薬であるsaralasinにより抑制された。以上より Allはラット培養M
細胞の増殖促進因子と考えられた。
論文の審査結果の要旨
培養細胞を用いることによりメサンギウム細胞の各種機能が検討されているが，この細胞に対する増
殖因子に関する研究は少ない。本論文では培養メサンギウム細胞に対してangiotensinIが収縮作用を
もっ他に，増殖促進作用をも有することを報告し，糸球体障害の一因としてのangiotensinIの役割を
示唆した。このことは糸球体腎炎にみられるメサンギウム細胞増殖の発症・促進の解明に意義深く，今
後の糸球体腎炎の研究に多大な貢献をもたらすものと考えられ，本論文は学位に値する研究と明断する。
